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　　　はじめに 

　　　医療業界をイノベーションするために必要な三種の神器 

　　　計画と行動を考える。 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Doctors Digital 
 

Transformation 
 

   

2025年まで、あと3年 

 
 

 
 

経産省の発表によれば、 
 

DXを実現できなかった企業は  
 

「2025年の崖」に直面するという。 
 

みなさん準備 “大丈夫” ですか？ 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顧
客 
創
造 

Markeitng  Innovation 

企業は社会の機関であり、企業の目的は社会にある。つまり、企業の目的の定義は顧客を創造することであ
る。この顧客を創造するために企業が持つべき機能はたった２つとP.F ドラッカーは言います。  
それが「マーケティング」と「イノベーション」です。  

経営哲学 情報技術



© 2021 Doctor-DX

はじめに 

5

われわれは、自分が選んだ市場において、リーダーとなる戦略を策定しなければならない。  

顧客

創造

顧客
創造

地
域

日
本

世
界

住民 国民 人類

地域住民に誰よりも価値提供し  

日本国民に誰よりも価値提供し  

世界人類に誰よりも価値提供を  

できる唯一無二になれる領域は？  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近い将来　迫らせる選択  

医療技術 

経営技術 

はじめに 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医療 
技術  経営 

技術 

近い将来　迫らせる選択  

はじめに 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近い将来　迫らせる選択  

業界 
NO.1 

地域
NO.1 

はじめに 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業界
NO.1  地域 

NO.1 

近い将来　迫らせる選択  

はじめに 



© 2021 Doctor-DX10

ミッションの見直し  

医療分野に、あらゆる民間企業が  

参入してくるため、今まで以上に、  

ミッションの変化を余儀なくされる。時代と

ともに、顧客からミッションの変化を見直

し、常にマーケティング・イノベーションを

図りながら、プロポジショニングを変え唯

一無二の存在として憶えられるようにして

いかなければならない。  

卓越性 

約束  機会 

顧客

創造

顧客
創造

はじめに 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ミッションの見直し  

社会 

自社  他社 

顧客

創造

顧客
創造

はじめに 

公益性 

独創性  共創性 

顧客

創造

顧客
創造
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Medical　as  a  Service  

はじめに 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はじめに 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はじめに 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はじめに 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参考：全生命で、もっともイノベーションが凄いのは「昆虫」である。  

 

1. 小さければ行動範囲が狭くなり、優れた変異が種として定着しやすい。 

→　マーケティング（独創・創造） 

 

2. 小さければ、環境の変化に弱いため、必然と群れで行動するようになる。 

→　マネジメント（共創・公創） 

 

3. 小さければ、少量の食糧しか必要とせず、変異も多く生じさせられる。 

→　イノベーション（破壊と創造）  

小さな分野で、小さな組織で、唯一無二のプロフェッショナルとなり、  

大きな組織と組んで、世界を相手として、仕事をする時代に変化する。  

はじめに 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マーケティングの７つの視点 

はじめに 

１）既存の製品についての目標 

２）既存の製品の廃棄についての目標 

３）既存の市場における新製品についての目標 

４）新市場についての目標 

５）流通チャネルについての目標 

６）アフターサービスについての目標 

７）信用供与についての目標 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未知の領域こそ、潜在ニーズであり、最大のチャンスを掴むことができる。 

はじめに 

人材 
 

物資 
 

研究 
 

資金 

イノベーションの７つの視点 



宿題について 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Business Funnel 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会社がなくなる！ 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眼科：遠隔医療を推進する上でも有用 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内視鏡AI 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◯◯診断アプリ 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ニッチなキーワード 

◯◯　画像診断

◯◯　発病検査 /診断

スマホクリニック

iphone クリニック

iphone　外来

apple watch 外来

ウェアラブルクリニック

ウェアラブル診断

画像　健康診断

AIクリニック

画像クリニック

病気診断アプリ

病名診断アプリ

緑内障（病名）アプリ

無精子症（病名）アプリ

◯◯　AI画像診断

◯◯早期発見アプリ

・・・



医療業界をイノベーションするために必要な三種の神器 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Ai Bigdata Collabo

医
療
従
事
者

経
営
者

医療業界をイノベーションするために必要な三種の神器 



非接触ビジネスについて 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はじめに 

米国では、ほぼ全米でロックダウンが行なわれ、 

20時以降に出歩けば、職質され、最悪逮捕されるという状況

が続いていた。そんな状況で「非接触ビジネス」 

全般が大きく市場を広げた。AmazonやUber Eatsなどによる日

常生活を支えるサービスは勿論、医療では、 

バーチャルケア、デジタルヘルスアプリの利用が急増。 

非接触でどうやって日常を維持するかが真剣に検討され、積

極的にテクノロジーが投入された結果だという。 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米国では、デジタルヘルスは必須の時代 

米国の患者にとってデジタルヘルスは「必須」なものになったが、 

コロナのダメージが少ない日本では、皮肉なことに依然として 

デジタルヘルスは「あったらいいな」というレベルに留まっている。 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米国では、7割近くが遠隔診療 

米国でも遠隔診療の普及率は、コロナ直前まで1％程度で、日本と同等だった。しかし、

5G環境の普及など遠隔診療が普及するための下準備は進んでいたので、 

これが、パンデミック発生により、診療報酬が見直され、公的保険が遠隔診療に保険を付

けたことから、急速に拡大することになった。現在では診療の6割から 

7割が遠隔診療メインで、もう元には戻らないと言われているという。 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診療報酬の処置によって・・・ 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米国の主要な医療機関が支援する 

病院のバーチャル化も進んでいる。2015年には、遠隔医療専門の病院「Mercy Virtual」が設立。4階建の
125,000ft2の施設内には遠隔医療の開発や提供を行なう設備だけが入っており、入院患者用の病室などは
無い。また、遠隔医療を実現するための機器を開発しているスタートアップ企業 
「Medically Home」は、米国の主要な医療機関の支援を受け、機材を提供しているという。  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日本に米国式の医療DXは無理? 

しかし、日本では事情が異なる。米国では医療保険に入っている人でも、 
医療費が払えず自己破産する人が相次いでいる。 
自己破産の理由ナンバーワンは医療費が払えないことだそうだ。 
米国では元々医療保険が高いことから、遠隔医療が流行っているのだという。 
 
遠隔医療は対面の医療よりも医療費が安く、医療保険も医療費はなるべく使って貰いたくない。 
そうした事情から、遠隔医療が促進されている背景がある。 
対して、医療費で自己破産する人は日本ではまずいない。国民皆保険で対面の医療費がそもそも 
それほど高くは無い日本ではそうした理由では流行らないのではないかと分析する専門家が多い。 
しかし、日本では別の事情から、やはり遠隔医療のニーズがあるという。 
それは先進国でトップクラスの高齢化だ。また日本の医療を受けたいインバウンド施策だという。  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65歳以上1人に対して、
20〜64歳は9.1人

65歳以上1人に対して、
20〜64歳は2.4人

65歳以上1人に対して、
20〜64歳は1.3人

胴上げ型 騎馬戦型 肩車型

1962年 2012年 2050年 今後の課題

高齢者が
長く働ける
環境の整備

現役世代が
働きやすい
環境の整備

  
肩車型社会で問題とされるのは社会保障費の急激な増加です。財務省によると、現在の年金や医療・介護サービス水準を維持するためには、税

金の投入を毎年1兆円以上増加させる必要があると言われており、その財源の確保は主に現役世代が担わなければいけないと言われています。

先進国で最初に少子高齢化を迎える日本が、この問題を解決すれば、世界に叡智を届けることができます。

現役 1.3人で 高齢者 1人 を支える社会が到来

少子高齢社会の急速な進展と課題 

35
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インバウンド施策１ 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インバウンド施策２ 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（上海智多行国際旅行社社長。クライアント顧客平均単価250万円/3人家族）
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インバウンド施策 

38

自由が丘クリニックでは、2016年からインバウンドを取組み始めた。 

コロナ前までは客単価が200万円前後です。そして、多くのコースは 

一回の旅行で終えることなく、例えば幹細胞治療を受けるお客さんは 

平均的に年に三回くらい日本にいかなくてはなりません。 

 

中国人にとっての日本の魅力は、グルメとバケーション以外に、 

訪日医療体験の分野ではまだまだ伸びしろがあると期待している。 

日本の医療エステ体験のキーワードは二つあると思っています。 

それは技術とサービスです。  



製薬ビジネスについて 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中外製薬 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中外製薬 

http://www.youtube.com/watch?v=O7pXr9rCR5I


ビッグデータ × AI 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INNORULES AI 

保健・医療

ビッグデータベースを使い

研究を行っている大学病院と

提携し、重大疾病の

発症確率を導き出す

アルゴリズムを利用した

アプリケーションを開発

する企業
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InsurTech Startup 

http://www.youtube.com/watch?v=lWirGhsSb_U
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デジタルヘルスケア × 保険 

ビッグデータ
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デジタルヘルスケア × 保険 



その他 



AppleWatchを活用した集客法と事例集 

Apple Watch 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AppleWatch　が様々な人間の命を救い始めている。 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AppleWatchの無料配布・外来・健康経営 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AppleWatch　×　フィットネスマシーン 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AirPods　×　食事管理 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Appleだけでなく、あらゆる会社が狙っている市場 



コラボレーション先 



© 2021 MIA

百貨店・デパート 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コラボレーション先 

顧客リスト

・高級旅館・ホテル

・百貨店・高級ブランドショップ

・ギフトカタログ

・高級自動車メーカー

・旅行会社/航空会社

・旅行コーディネーター

・海外のマスメディア

・オーガニック・高級商品メーカー

・フィットネス

ブランディング

・総合病院

・マスメディア /制作会社

・大手企業

・出版社

・大学・専門学校

・デジタルヘルステック企業

・経営者クラブ

・ファッション雑誌

・芸能事務所
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経営哲学（思考）を基盤とし、経営技術・情報技術を重ね、顧客の創造をしていく時代へ  



おわりに

このまま人間が同じような生活をすると、  

2030年には、地球が２つ必要だと言われています。  

本当に、それでいいのでしょうか？  

われわれも、少しでも阻止・遅延させたいと考えております。  

 

今後あらゆる業界でDXが進み、様々なものがデータ化され、  

結合・分析・解明され病気の原因が明らかになっていきます。  

 

顧客とは、地域・日本から、 世界人類へ。 

価値とは、診療・治療から、 予防安心へ。 

成果とは、医師看護師から、 ロボットへ。 

計画とは、人しかできないこと、人がするべきこと の追求へ。 

 

“人間が最も健康な状態である“元氣”な状態とは何か？”  

“企業が最も健康な状態である“景氣”な状態とは何か？”  

“人氣を高め、大氣を高め、景氣を高め、元氣を取り戻すために  

人間とロボットが共存し、想像と創造をしていく時代です。  

みんなで、共学し合い、共創していければ嬉しい限りです。  

Doctor - DXの存在意義は、  

医療従事者にDXを伝えることだけではありません。  

 

「みんなと幸せをつなぐ」ということを使命としています。  

みんなとは  “主語”と“守護” の２つの意義を重ねています。  

 

主語とは、共に創る仲間のことです。  

守護とは、共に守る仲間のことです。  

 

現代人の仲間とは、 家族、兄弟、親戚、友人、恋人 といった 

身近な存在から、学校・職場、世界中の人を示すと思います。  

 

古代人の仲間とは、 犬猫、鳥兎、虫魚、山海、草原 といった 

人間以外の存在まで、仲間・家族とする人もいたと言います。  

 

われわれは、なぜ人間以外を仲間に入れなくなったのか？  

それは、われわれが自然を無視し地球を共有すべき仲間たち  

を見失い、人間中心主義により倫理が欠如したに過ぎません。  

 

 



取引先

取引先

 
 
 

 
　　　　　人氣　　　　　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自社  従業員 

顧客 取引先 

病氣 

　大氣 

　　　　　景氣  元氣 

体  技  心 

「人間の病氣の根元とは何か？」  
という質問に対し、在り方・遣り方を、  
経営哲学・情報技術の観点から  
みんなで共学し合い氣を高めていきます。  

病氣にするから、元氣にするへ



 
DX-doctor


